
大飯原発の再稼働における　
丹後地域の予測される被害と

住民感情
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1983. 8　 ５２床開設

2003. 8     １６０床へ規模拡大

2012. 4      特別養護老人ホームふるさと建設　６０室

2016. 5.     特別養護老人ホーム60室増設  　合計１２０室
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丹後ふるさと病院 特別養護老人ホームふ
るさと

合計

許可病床
収容規模

160床 120名 280床（名）

入院患者数
入所者数

158名 112名 270名
職員数 227名 91名 318名

（内常勤） 142名 79名 221名
（内非常勤） 85名 12名 97名

（常勤換算合計） 173.8名 84.9名 258.7名

入院患者数、入所者数、職員数（2018年7月末現在）
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丹後ふるさと病院
特別養護老人ホーム

ふるさと

日本海

特別養護老人ホーム
ふるさと

丹後ふるさと病院
特別養護老人ホーム

ふるさと
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https://uub.jp/47/kyoto/map.html

京丹後市の東端（旧弥栄町）
高浜原発から30.2km
大飯原発から41.9km
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http://www.asahi.com/special/10005/TKY201112050619.html

http://www.asahi.com/special/10005/TKY201103170089.html
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日本海

特別養護老人ホーム
ふるさと

丹後ふるさと病院
特別養護老人ホーム

ふるさと

丹後ふるさと病院　2018/5/15入院者　　
特別養護老人ホームふるさと　2018/5/16入所者

車いす移動　
155名
59.1％

自力歩行可能
16名
6.1％

ストレッチャー
91名
34.7％
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日本海

特別養護老人ホーム
ふるさと

入院患者数　149名　入所者数　113名　合計　262名
　ストレッチャーまたは車椅子移動が必要な人数＝246名

（2018年5月15日〔病院〕、16日〔特養〕現在）

所有車両台数と移送可能人数
　救急車　ストレッチャー1台（1名）
　リフト車（車椅子2台）　2台（4名）
　リフト車（車椅子1台）　2台（2名）

移送可能数
＝7名
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兵庫県
北部

道のり
約35km
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https://uub.jp/47/kyoto/map.html

京丹後市の東端（旧弥栄町）
高浜原発から30.2km
大飯原発から41.9km
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職員の避難

病院 特養 合計
職員数（総数） 227名 91名 318名
職員数（常勤換算） 173.8名 84.9名 258.7名
週日日勤 113名 52名 165名
土曜午後
日曜日勤 46名 38名 84名

※職員数（総数）の「病院」には診療所の医師、職員が含まれる
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福島原子力
第一発電所

＊＝民間病院

高野病院
　広野町より避難指示あるも残留　
　5月頃外来診療再開　救急搬送、時間外受診の激
増。死体検案の増加。除染作業員、行き場のない高
齢者の受け入れ。
　2017年12月　院長高野英男氏　逝去
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59歳以下
5名
1.9%

60歳~69歳
15名
5.6%

70歳~79歳
27名
10.1%

90歳～99歳
107名
39.9%

100歳以上
12名
4.5%
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※グラフは2015年までは国勢調査、2020年以降は国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成25年3月推計）」
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世帯構成等

子や孫と同居　
121名
46.5%

独居　
87名
33.5%

高齢夫婦のみ　
51名
19.6%

丹後ふるさと病院　2017年10月15日調査（149人）
特別養護老人ホームふるさと　2018年5月23日調査（111人）

独居　
2,795世帯
13.6%

高齢夫婦のみ　
2,825世帯
13.8%子や孫と同居　

14,849世帯
72.5%

不明
1名
0.38%
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① 我々大人が解決すべきツケを、全部次世代に残
していく事で若者たちは、将来に希望が持てる
のか。

② 科学が今日の経済成長戦略に屈するのか、社会
や科学に対する不信感は大きくなるばかり。

③ 人間が社会や自然を変革していく歴史的経過の
中で現実に自然破壊が進行し、それをこれまで
の様に「想定外」で済ませてよいのか。
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